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埼⽟県春⽇部市豊野地区の現状と運営協⼒の経緯

防災訓練第1弾およびアンケート調査の振り返り・考察

豊野地区における課題
• 役員の⾼齢化と担い⼿不⾜
• 専⾨知識の不⾜による訓練等の改善
• 活動費や資機材の不⾜

• リーダーへの継続的な研修機会
• 顔の⾒える関係性づくりと住⺠への広報
• 有志やボランティアの協⼒

このような課題は全国の防災活動で共通の傾向として挙げられます。
それらを背景に、医療ネットワーク⽀援センターでは、東⽇本⼤震災による被災者の貴重な声や

知⾒を基に、地域における「防災ケースマネジメント」をテーマに⾃助・共助・公助の重要性を⼀
層伝える「防災まちづくり」プロジェクトを⽴ち上げました。

今年度は埼⽟県春⽇部市豊野地区と連携し、３回にわたる防災訓練に運営協⼒します。
そしてその第１弾となる訓練を９⽉１６⽇（⼟）に実施しました。

• 約７割が７０代以上で全体の年齢層が⾼く、若い参加住⺠、若い担い⼿の不⾜が顕著です。

•  防災知識や備えについて定着していない部分もあり、これから地域の防災訓練や⾃主防災組織
の研修を通して  地域住⺠が⾃分事として学ぶ場を作ることが必要です。

-約４割が災害時の家族の集合場所を決めていない
-半数以上が災害伝⾔ダイヤル１７１を聞いたことがあっても使い⽅がわからない
-災害時のために知っておくべきもののとして避難所運営や個⼈情報取り扱いの優先順位が低い

• ⾝の回りに避難の⼿助けが必要な⽅が暮らしているという回答が約１２０件あり、
⽇頃から地域での顔の⾒える関係性づくりが重要と⾔えます。

• ⽇頃の情報収集⼿段としては、全年代でテレビが圧倒的に多いです。その他では年齢が上がるに
つれてウェブサイトの割合が下がり、その分インターネットを介さない「新聞」「回覧板」「家
族や知⼈との会話」などの割合が上がっていることから、地域住⺠への広報には紙媒体が最も有
効と考えられます。

第２弾の訓練では参加住⺠や⾃主防災組織役員に地域連携のネットワークを紹介することを⽬的
とします。

また第３弾の訓練では避難所⽣活を⽀援するための運営体制の理解と体験を、参加住⺠や⾃主防
災組織役員、専⾨家、⺠間企業、⾃治体で共有します。
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1. 訓練⽇時
令和５年９⽉１６⽇（⼟） ９時３０分から１２時００分まで

2. 場所
春⽇部市⽴藤塚⼩学校 校庭及び講堂（〒344-0011 埼⽟県春⽇部市藤塚82番地2）

3. 参加者数実績
豊野地区災害対策協議会 中部地区⾃治会員（１７３名）

4. 主催
豊野地区災害対策協議会 中部防災会
本⽥上⾃主防災会/本⽥中⾃治会⾃主防災会/本⽥下⾃治会⾃主防災会/
藤塚新⽥地区⾃主防災会/六軒地区⾃主防災会/藤ケ丘⽂化村⾃主防災会

5. 実施協⼒
春⽇部市（交渉中）、春⽇部市消防署（交渉中）、春⽇部市⽴藤塚⼩学校、
春⽇部市⽴豊野中学校ボランティア部、東⽇本電信電話株式会社

6. 運営協⼒
特定⾮営利活動法⼈ 医療ネットワーク⽀援センター

7. 取材
株式会社ジェイコム埼⽟・東⽇本 越⾕・春⽇部局

豊野地区中部防災会防災訓練の概要

アンケート オモテ アンケート ウラ
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訓練内容

時 間 内容 参加者数

~9：30
（1）シェイクアウト訓練
提供：医療ネットワーク⽀援センター
※参加者各⾃⾃宅出発時に実施する避難訓練
※併せて災害時における情報の取得等に関するアンケートも実施

１７３名

09：30  ~  10：20

開会挨拶 （中部防災会 時⽥会⻑）
（2）語り部講演

テーマ：「東⽇本⼤震災から学ぶ」
コーディネーター：医療ネットワーク⽀援センター  理事⻑ ⼈⾒ 祐
講師：福島県双葉町出⾝ ⼤川 義秋 ⽒

１７３名

10：20  ~  10：30 移動、休憩

10：30  ~ 11：45

各訓練開始
※３グループにわかれ、２５分ずつ３つのエリアを回る
地震⾞体験エリア

（３）地震体験⾞（ゆらりん）による地震動体験
提供：春⽇部市
協⼒：豊野中学校ボランティア部

-

（４）防災グッズ作り教室（新聞紙を使った「防災スリッパ」 ）
提供：医療ネットワーク⽀援センター
協⼒：豊野中学校ボランティア部

２０名

初期消⽕体験エリア
（５）初期消⽕体験
提供：春⽇部市 -

（６）防災バッグ制作体験
提供：医療ネットワーク⽀援センター
協⼒：豊野中学校ボランティア部

７名

（７）防災⼯作体験（キャンドル作り/折紙⼯作/ビーズ⼯作）
提供：医療ネットワーク⽀援センター
協⼒：豊野中学校ボランティア部

４５名

（８）「 １７１」災害⽤伝⾔ダイヤル体験
提供：東⽇本電信電話株式会社 -

AED体験エリア
（９）AED（⾃動体外式除細動器）取扱訓練
提供：春⽇部市消防署 -

（１０）東⽇本⼤震災を振り返る展⽰
（１１）災害時における個⼈情報保護の重要性に関する展⽰
提供：医療ネットワーク⽀援センター
協⼒：豊野中学校ボランティア部

３０名

（１２）防災クイズコーナー
提供：医療ネットワーク⽀援センター
協⼒；豊野中学校ボランティア部

１９名

11：45 ~ 12：00 講評 （中部防災会 時⽥会⻑）
12：00 解散
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語り部講演エリア ＡＥＤ体験エリア

受付

講 堂

校 庭

初期消⽕体験エリア

地震⾞体験エリア

講堂

正⾨ 受付

防災グッズ作り
防災⼯作体験

ＡＥＤ体験

防災バッグ作り
防災⼯作体験

災害⽤伝⾔ダイヤル体験

展⽰
防災クイズ

地震⾞体験

初期消⽕体験

会場MAP

語り部講演



特定⾮営利活動法⼈ 医療ネットワーク⽀援センター

6

記録写真

語り部講演 語り部講演

語り部講演（⼤川⽒の箏演奏） 校庭への移動

防災バッグ作り 防災バッグ作り

防災グッズ作り（新聞紙によるスリッパ作り） 防災グッズ作り（新聞紙によるスリッパ作り）
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記録写真

防災⼯作（キャンドル作り） 東⽇本⼤震災を振り返る展⽰

防災クイズ 春⽇部市⻑のご訪問

「１７１」災害⽤伝⾔ダイヤル体験 地震体験⾞

初期消⽕体験 AED取扱い訓練



医療ネットワーク⽀援センター
https://www.medical-bank.org/

防災教育に関する情報提供サイト「コミカレ」
https://com-col.tokyo/

特定⾮営利活動法⼈／認定個⼈情報保護団体
医療ネットワーク⽀援センター


